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森とつながる教室の風景

②
ひ
と
づ
く
り
③
資
金
づ

く
り
（
し
ご
と
）
④
つ
な

が
る
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

を
掲
げ
、
自
主
防
災
、
産

直
、
学
童
保
育
、
買
い
物

・
除
雪
支
援
等
、
小
規
模

多
機
能
な
活
動
を
展
開
。

◎
考
察

　

条
例
に
よ
り
役
割
を
明

確
に
し
、
行
政
が
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
す
こ
と
で
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
が
円
滑
に

進
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

た
。
地
域
の
将
来
像
を
描

き
課
題
を
共
有
す
る
中
で
、

住
民
が
主
体
と
な
り
多
彩

な
事
業
を
展
開
し
て
い
く

取
り
組
み
に
感
銘
を
受
け

た
。

②
石
巻
版
ネ
ウ
ボ
ラ
及
び

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
「
ら

い
つ
」
に
つ
い
て

  

（
宮
城
県
石
巻
市
）

◎
概
要

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
わ
た
る
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
う
た
め
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談

窓
口
（
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
設
置
。

庁
内
各
課
や
地
域
の
関
係

機
関
が
連
携
し
、
き
め
細

か
な
支
援
を
実
施
。

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、

子
ど
も
の
健
全
な
遊
び
場
、

安
心
で
き
る
居
場
所
と
し

て
設
置
。
「
石
巻
の
中
高

生
が
中
心
と
な
っ
て
つ
く

り
、
運
営
す
る
施
設
。
子

ど
も
の
想
い
を
世
間
の
人

た
ち
に
伝
え
ら
れ
る
場

所
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し

て
い
る
。

◎
考
察

　

気
軽
に
相
談
で
き
る
窓

口
と
し
て
、
市
役
所
で
相

談
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

民
間
委
託
や
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
ど
も
に
企
画
運
営
を
任

せ
る
こ
と
で
、
体
験
を
通

し
て
人
と
の
関
わ
り
等
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
大

人
の
価
値
観
を
押
し
付
け

る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

を
大
切
に
す
る
こ
と
の
意

味
を
改
め
て
考
え
る
機
会

と
な
っ
た
。

③
森
の
学
校
構
想
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル

   

（
宮
城
県
東
松
島
市

　  

市
立
宮
野
森
小
学
校
）

◎
概
要

　

東
松
島
市
で
は
、
森
の

学
校
構
想
に
お
い
て
、
森

を
自
然
全
部
と
解
釈
し
、

森
や
海
を
地
域
の
財
産
と

し
て
、
生
活
環
境
（
地
域

の
人
・
産
業
）
と
つ
な
が

り
を
持
た
せ
、
教
育
に
積

極
的
に
活
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
育
は
人
づ
く

り
と
し
て
地
方
創
生
の
基

幹
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
宮

野
森
小
学
校
で
は
、
地
域

に
愛
さ
れ
る
学
校
で
あ
る

と
同
時
に
、
地
域
を
愛
す

る
子
ど
も
を
育
て
る
学
校

で
あ
り
た
い
と
の
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

◎
考
察

　

森
や
海
で
直
接
自
然
に

触
れ
合
い
自
ら
興
味
を
持

ち
調
べ
る
学
習
は
、
将
来

に
つ
な
が
る
貴
重
な
経
験

で
あ
り
、
教
育
コ
ン
セ
プ

ト
そ
の
も
の
が
配
慮
さ
れ

た
学
校
は
、
学
び
舎
が
単

な
る
箱
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
実
感
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
を
地
方
創

生
の
基
幹
に
位
置
づ
け
る

考
え
は
、
行
政
運
営
の
あ

る
べ
き
姿
と
感
じ
た
。

　

今
年
度
の
導
入
が
見
送

ら
れ
て
い
た
学
期
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
再
度
、
12

月
に
協
議
が
か
け
ら
れ
た
。

協
議
に
当
た
り
、
11
月
６

日
に
は
、
教
育
委
員
と
今

後
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
分
野
別
意
見
交
換
会

を
行
い
、
教
育
全
般
に
つ

い
て
の
課
題
や
願
い
の
共

有
を
図
っ
た
。

◎
概
要

●
見
直
し
の
目
的

　

大
人
が
子
ど
も
に
向
き

合
う
機
会
と
場
面
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
に
「
達
成
感
」
「
貢

献
感
」
を
感
じ
さ
せ
る
こ

と
を
通
し
て
、
「
誇
り
」

や
「
自
信
」
を
持
た
せ
、

夢
の
実
現
に
向
け
た
努
力

を
主
体
的
に
継
続
で
き
る

教
育
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出

す
。

●
内
容

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
前

期
・
後
期
制
に
見
直
す
。

●
効
果

▼
対
話
を
大
切
に
し
た
教

育
相
談
や
懇
談
の
充
実

▼
長
期
休
業
日
へ
の
事
前

指
導
の
充
実

▼
授
業
時
間
の
確
保
・
教

員
の
勤
務
の
平
準
化
等　

◎
委
員
会
の
意
見

　

昨
年
度
、
委
員
会
が
提

出
し
た
意
見
書
を
中
心
に

質
疑
を
行
い
、
生
き
る
力
、

夢
と
目
標
に
向
か
っ
て
挑

戦
し
続
け
る
た
く
ま
し
さ

を
養
い
育
て
る
に
は
、
前

期
・
後
期
制
の
方
が
良
い

と
い
う
教
育
委
員
会
の
強

い
意
志
を
確
認
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
見
直
し
に

当
た
っ
て
の
委
員
会
の
意

見
を
次
の
と
お
り
と
し
た
。

▼
教
育
委
員
会
と
現
場
が

ね
ら
い
を
し
っ
か
り
共
有

し
、
関
係
各
位
一
丸
と
な

っ
て
努
力
し
て
い
く
体
制

や
、
き
め
細
か
な
検
証
を

し
て
い
く
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
。

▼
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

基
盤
と
し
た
教
育
環
境
づ

く
り
な
ど
、
総
合
的
・
抜

本
的
な
教
育
改
革
を
具
体

に
進
め
る
こ
と
。

福祉文教
委員会

　

10
月
11
日
か
ら
13
日
、

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

①
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

  （
山
形
県
川
西
町
）

◎
概
要

　

川
西
町
は
、
平
成
16
年

に
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

を
制
定
。
ま
ち
づ
く
り
は

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
協
働
」
が
基
本
と
し

た
上
で
、
行
政
の
役
割
と

責
務
、
町
民
の
権
利
と
責

務
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　

川
西
町
吉
島
地
区
で
、

地
域
運
営
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
地
域
づ

く
り
の
柱
と
し
て
、
①
合

意
形
成
（
ビ
ジ
ョ
ン
共
有
）

視
察
報
告

小
中
学
校
の
学
期
の
見
直

し
に
つ
い
て（
協
議
事
項
）


